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町
内
十
の
公
の
施
設
に

指
定
管
理
者
制
度
導
入
を
可
決

就
学
前
の
す
べ
て
の
乳
幼
児
の

医
療
費
を
無
料
化
へ

町
長
の
行
政
報
告
　

（
一
部
抜
粋
）

出
会
い
の
場
創
出
事
業
に
つ
い
て

　
男
女
の「
出
会
い
の
場
創
出
事
業
」と
し

て
十
一
月
十
九
日
、
会
員
四
十
名
の
参
加

を
得
て
、「
第
一
回
こ
み
っ
と
会
員
交
流

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
を
き
っ
か

け
に
、
今
後
交
流
を
継
続
す
る
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
、
定
住
促
進
に
繋
が
る
こ
と
を

　
平
成
十
七
年
第
十
一
回
町
議
会
定
例
会
が
十
二
月
十
三
日
か
ら

十
六
日
ま
で
の
四
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
町
内
の
公
の
施
設
十
カ
所
を
管
理
運
営

す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
議
案
の
ほ
か
、
平
成
十
七

年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
四
十
五
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意

し
ま
し
た
。

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
基
づ

き
、
こ
の
度「
美
郷
町
男
女
共
同
参
画
　
み

さ
と
計
画
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
美
郷

町
に
暮
ら
し
、
働
く
す
べ
て
の
男
女
が
共

同
参
画
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
、
本
計
画
内

容
の
実
践
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。
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か
ね
て
よ
り
機
能
等
の
統
一
化
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
し
た
行
政
区
に
つ
い
て
、

そ
の
基
本
方
針
を
定
め
、
十
二
月
二
十

日
、
二
十
一
日
の
両
日
に
、
各
地
区
の
行

政
協
力
員
の
方
々
へ
説
明
会
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
十
八
年
度
よ
り
、
機
能
等
の
統

一
化
を
し
て
い
く
よ
う
ご
理
解
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
大
田
区
と
の「
友
好
都
市
提
携
」

等
に
つ
い
て

　
十
一
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
、
東
京
都
大

田
区
と「
友
好
都
市
提
携
」、「
災
害
時
に
お

け
る
大
田
区
と
美
郷
町
と
の
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。
大
田
区

と
は
平
成
三
年
よ
り
旧
六
郷
町
が
、
物
販

交
流
や
子
ど
も
た
ち
の
雪
国
体
験
交
流
な

ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

締
結
に
よ
り
、
美
郷
町
と
し
て
幅
広
く
交

流
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
、
併
せ
て
締
結
し
た
防
災

協
定
は
、
両
区
町
の
い
ず
れ
か
で
災
害
が

発
生
し
、
充
分
な
応
急
対
策
が
で
き
な
い

場
合
に
相
互
に
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

今
季
の
出
稼
ぎ
就
労
者
に
つ
い
て

　
今
季
の
出
稼
ぎ
就
労
者
数
は
、
十
一
月

末
現
在
で
百
九
十
三
人
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
内
訳
は
関
東
圏
域
百
三
十
九
人
、
東

海
圏
域
三
十
四
人
、
近
畿
圏
域
十
三
人
、

そ
の
他
の
圏
域
七
人
で
す
。
安
心
し
て
就

労
で
き
ま
す
よ
う「（
財
）秋
田
県
ふ
る
さ
と

定
住
機
構
」へ
の
加
入
促
進
や
就
労
前
健
康

診
断
受
診
を
推
進
し
、
就
労
先
で
の
事
故

防
止
や
健
康
管
理
に
つ
い
て
関
係
諸
団
体

と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
へ
の
助
成
に
つ
い
て

　
県
の
乳
幼
児
医
療
制
度
が
今
年
の
八
月

に
見
直
し
さ
れ
、
一
部
自
己
負
担
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
が
、
町
と
し
て
子
育
て
支
援

策
の
充
実
を
期
し
た
い
た
め
、
十
八
年
二

月
診
療
分
か
ら
町
単
独
の
支
援
策
を
講
ず

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
度
、
そ
の

準
備
費
用
を
補
正
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

未
就
学
児
ま
で
を
対
象
に
、
一
部
自
己
負

担
相
当
額
を
助
成
し
た
い
ほ
か
、
所
得
制

限
に
よ
り
制
度
非
該
当
に
な
る
乳
幼
児
に

も
助
成
し
た
い
内
容
で
、
実
際
の
助
成
予

算
は
、
来
年
度
予
算
に
計
上
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
十
九
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

Ｊ
Ａ
の
農
薬
流
出
事
故
に
つ
い
て

　
十
月
十
日
発
生
し
た
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ

千
畑
支
所
種
子
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
薬
剤
流

出
事
故
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば

こ
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
対
処
し
、
十
月
十
八
日
安
全
宣

言
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
後
、
地
下
水

涵
養
池
か
ら
汲
み
取
っ
た
流
入
水
、
同
じ

く
涵
養
池
の
表
土
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
十
一
月
十
六
日
、
二
十
二
日
に
、
大
館

市
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
へ
搬
送
さ

れ
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
原
因
発
生
者
が
二
年
ほ
ど
定
期
的

に
水
質
検
査
を
継
続
す
る
旨
報
告
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

改
正
介
護
保
険
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
十
月
に
改
正
介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
入
所
者
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
法
改
正
に
伴
う
食

費
の
自
己
負
担
化
等
を
理
由
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
退
所
し
た
方
は
い
な
い
状

況
で
す
。

　
制
度
改
正
後
の
給
付
費
の
支
払
状
況
は

ま
だ
ま
と
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
国
で

は
年
間
ベ
ー
ス
で
約
五
％
の
公
費
負
担
減

に
な
る
も
の
と
試
算
し
て
お
り
ま
す
。
た

だ
、
今
回
の
改
正
で
は
、
施
設
に
係
わ
る

介
護
報
酬
が
十
八
年
三
月
ま
で
の
一
時
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
要
介
護
認
定
者
の

増
加
に
と
も
な
い
給
付
費
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
来
年
度
か
ら
は
、介
護
予
防
・
地

域
支
え
合
い
事
業
と
し
て
国
の
補
助
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
転
倒
防
止
な
ど

の
予
防
事
業
や
介
護
用
品
の
給
付
な
ど
が

地
域
支
援
事
業
と
し
て
介
護
保
険
事
業
の

一
部
と
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、来
年
度
以

降
の
介
護
保
険
事
業
に
対
す
る
保
険
料
の

引
き
上
げ
や
町
負
担
の
増
加
は
避
け
ら
れ

な
い
も
の
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

町
民
歌
の
制
定
に
つ
い
て

　
町
民
憲
章
の
制
定
を
踏
ま
え
て
の
町
民

歌
歌
詞
募
集
で
す
が
、
九
月
二
十
日
か
ら

十
月
三
十
一
日
ま
で
公
募
し
、
四
十
一
編

の
応
募
が
あ
り
、
今
後「
町
民
歌
歌
詞
選
定

委
員
会
」に
お
い
て
選
考
を
行
う
と
と
も

に
、
本
年
度
内
に
作
曲
を
行
い
、
町
民
歌

を
制
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
心
の

拠
り
所
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

行
政
懇
話
会
に
つ
い
て

　
十
二
月
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、
福

祉
・
保
健
、
教
育
・
文
化
、
地
域
振
興
・

観
光
、
産
業
・
労
働
、
民
生
・
防
犯
関
係

の
三
十
五
団
体
と「
行
政
懇
話
会
」を
行

い
、
各
種
団
体
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の

町
政
運
営
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
新
規
職
員
採
用
試
験

に
つ
い
て

　
平
成
十
八
年
度
の
新
規
職
員
採
用
試
験

に
つ
い
て
は
六
十
八
名
の
応
募
が
あ
り
、

一
次
試
験
は
六
十
一
名
が
受
験
し
て
お
り

ま
す
。
二
次
試
験
は
一
次
試
験
で
選
抜
さ

れ
た
七
名
が
受
験
し
ま
し
た
が
、
二
名
を

任
用
候
補
者
名
簿
に
登
録
し
ま
し
た
。
来

年
四
月
一
日
付
け
で
採
用
予
定
で
す
。

行
政
区
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

議会定例会


